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(57)【要約】
　バイアル・インサート組立体は、内部と、内部に通じ
る開口部と、を有するバイアルを含む。組立体はさらに
、内部にぴったりと嵌るように構成されたインサートを
含む。インサートは、複数の未使用製品を格納する第一
の受容部と、複数の使用済み製品を格納する第二の受容
部と、を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部と前記内部に通じる開口部を有するバイアルと、
　前記内部にぴったりと嵌るように構成されたインサートであって、複数の未使用製品を
格納する第一の受容部と複数の使用済み製品を格納する第二の受容部を有するインサート
と、
を含むバイアル・インサート組立体。
【請求項２】
　前記バイアルが、前記開口部を覆うように取り外し可能に取り付けられ、前記バイアル
を開状態と閉状態の間で移動させるキャップをさらに含む、請求項１に記載の組立体。
【請求項３】
　前記キャップとバイアルが、防水シールにて係合するように構成されている、請求項２
に記載の組立体。
【請求項４】
　前記バイアルと前記インサートの少なくとも一方が防湿剤プラスチック材を含む、請求
項１～３のいずれか１項に記載の組立体。
【請求項５】
　前記バイアルが底部とそこから上方に延びる側壁を含み、前記底部と前記側壁が前記内
部を画定し、前記インサートが前記側壁の撓みを防止する補強材としての役割を果たす、
請求項１～４のいずれか１項に記載の組立体。
【請求項６】
　前記第一の受容部の少なくとも一部が前記インサートの外面により画定される、請求項
１～５のいずれか１項に記載の組立体。
【請求項７】
　前記外面が前記第一の受容部の中に格納された前記未使用製品を上昇させる、請求項６
に記載の組立体。
【請求項８】
　前記第二の受容部が前記インサートの内部領域により画定される、請求項１～７のいず
れか１項に記載の組立体。
【請求項９】
　前記インサートが前記第二の受容部に通じる開口部を含む、請求項１～８のいずれか１
項に記載の組立体。
【請求項１０】
　前記第二の受容部の第一の部分が前記第一の受容部の真下で水平方向に延び、前記第二
の受容部の第二の部分が前記第一の受容部の側面に沿って縦方向に延びる、請求項１～９
のいずれか１項に記載の組立体。
【請求項１１】
　前記第二の受容部の前記第二の部分が前記第一の部分の長さに沿った略中央位置から上
方に延びる、請求項９に記載の組立体。
【請求項１２】
　前記第一の受容部の中に配置された、前記第一の受容部の中に位置付けられた前記複数
の未使用製品を整列させるための仕切り板をさらに含む、請求項１～１１のいずれか１項
に記載の組立体。
【請求項１３】
　前記第一の受容部が少なくとも２つの受容部を含み、前記少なくとも２つの受容部の各
々が、前記少なくとも２つの第一の受容部の各々の中に位置付けられた前記少なくとも未
使用製品を整列させるための、中央に配置された仕切り板を有する、請求項１～１１のい
ずれか１項に記載の組立体。
【請求項１４】
　内部と前記内部に通じる開口部を有するバイアルと、
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　前記内部にぴったりと嵌るように構成されたインサートであって、複数の未使用製品を
格納する第一の受容部と、複数の使用済み製品を格納する第二の受容部と、を含み、前記
第二の受容部が前記インサートの内部領域によって画定され、前記第二の受容部の少なく
とも一部が前記第一の受容部の真下に延びるようなインサートと、
を含むバイアル・インサート組立体。
【請求項１５】
　前記第一の受容部が２つの第一の受容部を含み、前記第二の受容部が前記２つの第一の
受容部の真下に水平方向に延びる第一の部分を含み、前記第二の受容部が、前記第一の部
分の長さに沿った略中央位置から上方に向かって、また前記２つの第一の受容部に挟まれ
て延びる第二の部分も含む、請求項１４に記載の組立体。
【請求項１６】
　前記バイアルが、前記開口部を覆うように取り外し可能に取り付けられ、前記バイアル
を開状態と閉状態との間で移動させるキャップをさらに含み、前記キャップと前記バイア
ルが、防水シールにて係合するように構成されている請求項１４または１５に記載の組立
体。
【請求項１７】
　前記バイアルが防湿剤ライナをさらに含む、請求項１４～１６のいずれか１項に記載の
組立体。
【請求項１８】
　内部と前記内部に通じる開口部を有するバイアルと、
　前記内部にぴったりと嵌るように構成されたインサートであって、複数の未使用製品を
格納する第一の受容部と複数の使用済み製品を格納する第二の受容部を含み、また外面を
有するインサートと、を含み、前記外面の少なくとも一部が、前記第一の受容部の中に格
納された前記未使用製品を上昇させるように構成され、前記第二の受容部が前記インサー
トの内部領域によって画定され、前インサートが、前記第一の受容部の中に配置された、
前記第一の受容部の中に位置付けられた前記複数の未使用製品を整列させるための仕切り
板をさらに含むバイアル・インサート組立体。
【請求項１９】
　前記第二の受容体の第一の部分が前記第一の受容部の真下に水平方向に延び、前記第二
の受容部の第二の部分が前記第一の受容部の側面に沿って縦方向に延びる、請求項１８に
記載の組立体。
【請求項２０】
　前記第二の受容部の前記第二の部分が、前記第一の部分の長さに沿った略中央位置から
上方に延びる、請求項１８または１９に記載の組立体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内部と内部に通じる開口部を有するバイアルを含む、バイアル・インサート
組立体に関する。組立体は、内部にぴったりと嵌るように構成されたインサートをさらに
含む。インサートは、複数の未使用製品を格納する第一の受容部と、複数の使用済み製品
を格納する第二の受容部と、を含む。
【背景技術】
【０００２】
　消費者製品用に使用される製品容器は一般に、新品の未使用製品を包装し、排出するよ
うに構成されている。したがって、容器から取り出した製品を使用した後、消費者は一般
に、使用済み製品を捨てる場所を探す必要がある。しかしながら、適正に排出する受入容
器が常にすぐに利用できるとはかぎらない。これに加えて、すべての種類の使用済みの消
費者製品が同じ方法で、または同じ種類の受入容器で排出されるとはかぎらない。実際、
場合によっては、使用済み製品を露出した状態で１つの廃棄物受入容器の中で他の種類の
廃棄物または廃棄可能物と一緒に処分することは望ましくないかもしれない。
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【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本発明の実施形態は、様々な消費者用製品または医薬系製品および消耗品、たとえば中
でも血糖値検査ストリップ等に使用される製品容器またはディスペンサに関する。さらに
、本発明は、新品、すなわち未使用の消費者製品の保管場所と、製品が使用された後のそ
の製品の少なくとも一時的な処分のための領域の両方を提供できるように構成された製品
容器ディスペンサに関する。これに加えて、特定の実施形態によれば、製品容器は、製品
ディスペンサの内部空間の中への／そこからの水分の進入および／または排出の制御を支
援するシールを含んでいてもよく、これは容器の内部空間の条件の制御を支援しうる。
【０００４】
　特定の実施形態によれば、内部と内部に通じる開口部を有するバイアルを含むバイアル
・インサート組立体が提供される。組立体はまた、内部にぴったりと嵌るように構成され
たインサートを含む。インサートは、複数の未使用製品を格納する第一の受容部と、複数
の使用済み製品を格納する第二の受容部と、を有する。
【０００５】
　他の実施形態によれば、内部と内部に通じる開口部を有するバイアルと、内部にぴった
りと嵌るように構成されたインサートと、を含むバイアル・インサート組立体が提供され
る。インサートは、複数の未使用製品を格納する第一の受容部と、複数の使用済み製品を
格納する第二の受容部と、を含む。第二の受容部は、インサートの内部領域により画定さ
れる。第二の受容部の少なくとも一部は、第一の受容部の下に延びる。
【０００６】
　他の実施形態によれば、内部と内部に通じる開口部を有するバイアルを含むバイアル・
インサート組立体が提供される。インサートは、内部にぴったりと嵌るように構成される
。インサートはまた、複数の未使用製品を格納する第一の受容部と、複数の使用済み製品
を格納する第二の受容部と、を含む。これに加えて、インサートは外面を有し、外面の少
なくとも一部は、第一の受容部の中に格納された未使用製品を上昇させるように構成され
る。さらに、第二の受容部はインサートの内部領域によって画定される。インサートはさ
らに、第一の受容部の中に配置された仕切り板を含み、これは第一の受容部の中に位置付
けられた複数の未使用製品を整列させる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明のある例示的な実施形態によるインサートを含むバイアルの後方斜視図で
ある。
【図２】図１に示されるインサートを含むバイアルの正面斜視図である。
【図３】図１に示されるインサートを含むバイアルの上面図である。
【図４】図３の線４－４に沿った断面図である。
【図５】図４の線５－５に沿った断面図である。
【図６】本発明によるインサートの他の実施形態の正面斜視図である。
【図７】図６のインサートの上面図である。
【図８】図６のインサートの正面図である。
【図９】図６のインサートの右側面図である。
【図１０】図７の線１０－１０に沿った断面図である。
【図１１】本発明による他の実施形態のインサートを含むバイアルの正面斜視図である。
【図１２】図１１のインサートの正面斜視図である。
【図１３】図１１のバイアル・インサート組立体の上面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　ここで、複数の実施形態が示されている添付の図面を参照しながら本発明をより詳しく
説明する。しかしながら、本発明は多くの異なる形態でも実施でき、ここに紹介する実施
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形態に限定されると解釈するべきではない。むしろ、これらの実施形態は本発明の例であ
り、本発明の全範囲は特許請求の範囲の文言によって示される。全体を通じて、同様の番
号は同様の要素を指す。
【０００９】
　第一の実施形態であるバイアル・インサート組立体１０が図１～５に示されている。図
のように、バイアル・インサート組立体１０は、バイアル２０と、インサート５０と、を
含む。インサート５０は、バイアル２０の内部２８の中にぴったりと嵌り、バイアル２０
の中に保管されることになる複数の新品製品１２を上昇させ、および／または配列するた
めの第一の受容部５２と、複数の使用済み製品１２を格納する第二の受容部５４と、を含
む。さらに、第一の受容部５２から取り出された新品製品１２はその後、たとえば使用後
等に、第二の受容部５４の中に廃棄され、および／または保持される。
【００１０】
　バイアル２０は、底部２４とそこから上方に延びる側壁２６を有する本体２２を含む。
底部２４と側壁２６が共同で本体２２の内部２８を画定する。側壁２６の上縁は、内部２
８に通じ、および／またはその入口を提供する開口部３０を画定してもよい。図の実施形
態において、側壁２６は管状であり、断面形状は概して楕円形である。しかしながら、側
壁２６は他の様々な形状もとりうると理解するべきである。バイアル２０は、上記以外の
各種の構成をとることができる。バイアル２０の構成の例としては、米国特許第６，７６
９，５５８号明細書、再発行第３７，６７６号明細書、同第６，３０３，０６４号、同第
７，２１３，７２０号、および同第７，９５０，５４６号、米国特許出願公開第２０１１
／０１２３４１６号明細書または国際公開第２００７／０６５１６２号パンフレットにお
いて開示されている構成のいずれかを含むが、これらに限定されず、上記文献の各々を参
照によって、全文が記載されているかのように本出願に援用する。
【００１１】
　バイアル２０はキャップ４０をさらに含み、これは、バイアル２０が閉状態にあるとき
、開口部３０を覆うように取り外し可能に固定される。バイアル２０は、キャップ４０を
開口部３０から移動させること、たとえば、キャップ４０を、キャップ４０がたとえば図
１～５に示されるように開口部３０を覆わなくなるように移動させることによって、図１
～５に示されるような開状態に移動されてもよい。
【００１２】
　図１～５に示される実施形態において、キャップ４０はヒンジ４２によって本体２２に
接続される。しかしながら、他の実施形態によれば、キャップ４０は、たとえばバイアル
２０に取り付けられていない別体の移動可能な構成部品として、本体２２から完全に取り
外し可能であってもよい。様々なヒンジ４２を使って、キャップ４０をバイアル本体２２
に動作可能に取り付けてもよい。たとえば、特定の実施形態によれば、ヒンジ４２は「一
体蝶番」であってもよく、これによってバイアル本体２２とキャップ４０は一体に形成さ
れ、折り曲げ可能であり、したがって、それらの間の旋回運動を可能にするのに十分に薄
い材料片によって接続される。他の実施形態によれば、ヒンジ４２は、本体２２とキャッ
プ４０を接続し、それらの間の旋回運動を可能にする別体の機械的要素であってもよい。
【００１３】
　特定の実施形態によれば、バイアル２０とキャップ４０は、相互に係合して、閉状態に
おいては防水シールを形成するように構成される。たとえば、側壁２６の上側縁部２５は
、キャップ４０が閉位置におかれたときに、上側縁部２５がキャップ４０と係合するよう
な位置と大きさとされてもよい。特定の実施形態によれば、キャップ４０と係合したとき
に、上側縁部２５が変形し、屈曲し、および／または撓んで、上側縁部２５とキャップ４
０との間が相対的に確実に係合して、バイアル・インサート組立体１０の外部の水分が開
口部３０を通って内部２８の中に進入するのを防止または極小化するシールが提供される
ようになっていてもよい。あるいは、他の実施形態によれば、キャップ４０が閉位置にあ
るときに、キャップ４０のうち、上側縁部２５と係合する少なくとも一部が、キャップ４
０とバイアル２０との間にシールを形成できるような方法で変形し、屈曲し、および／ま
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たは撓むように構成されてもよい。あるいは、他の実施形態によれば、バイアル本体２２
および／またはキャップ４０は、上側シール２３、たとえば図４に示されるような弾性シ
ールに動作可能に接続されてもよく、これは、キャップ４０が閉位置にあるときに、隣接
するキャップ４０および／または本体２２を変形させ、および／またはこれを圧迫して、
内部２８への水分の進入を防止または極小化するためのシールを形成するように構成され
る。
【００１４】
　これに加えて、バイアル本体２２は肩部２９を含んでいてもよく、そこに、キャップ４
０が閉位置にあるときにキャップ４０の下部４１が当接してもよい。特定の実施形態によ
れば、肩部２９は、側壁２６のうち、キャップ４０が閉位置にあるときにキャップ４０が
当接し、および／または固定される部分または量を制限するストッパを提供してもよい。
このようなストッパは、キャップ４０と側壁２６との間の係合および／またはそれらの間
に形成されるあらゆるシールによって生じるあらゆる力によって、キャップ４０を閉位置
から開位置に望ましくない程度に動かしにくくならないようにするためであってもよい。
これに加えて、図４に示されるように、特定の実施形態によれば、下側シール３１、たと
えば弾性シールを下部４１および／または肩部２９に設置してもよく、これによってキャ
ップ４０が閉位置にあるときに下部４１と肩部２９との間にシールが提供され、バイアル
・インサート組立体１０の外部環境からの水分が内部２８に進入するのが防止される。
【００１５】
　特定の実施形態によれば、バイアル本体２２とキャップ４０は、たとえば、多数の材料
の中でも、ポリエチレンまたはポリプロピレンで作製してもよい。これに加えて、特定の
実施形態によれば、バイアル２０は防湿剤プラスチック剤、たとえば防湿剤プラスチック
ライナ７０を含んでいてもよい。たとえば、特定の実施形態によれば、防湿剤ライナ７０
は、たとえば図４と５に示されるように、側壁２６の内面２７の少なくとも一部を裏打ち
していてもよい。防湿剤プラスチック材料は、たとえば欧州特許第０８９２６７３号明細
書に開示されている種類であってもよく、同文献を参照によって、全文が記載されている
かのように本出願に援用する。
【００１６】
　組立体１０は、インサート５０をさらに含む。図１～５に示されるように、インサート
５０はバイアル２０の内部２８の中に配置される。特定の実施形態によれば、インサート
５０は、バイアル本体２２の内部２８の少なくとも一部と同じ形状および／または大きさ
である。さらに、インサート５０の外面５１の少なくとも一部は、内部２８の少なくとも
一部および／または防湿剤ライナ７０の少なくとも一部の形状と概して一致し、および／
または嵌合するように構成される。インサート５０のこのような構成によって、インサー
ト５０はバイアル本体２２の内部２８の中に確実にぴったりと嵌りうる。たとえは、特定
の実施形態によれば、バイアル２０および／またはインサート５０は、インサート５０が
圧入またはスナップフィットによってバイアル２０の内部２８に固定されるように構成さ
れてもよい。
【００１７】
　これに加えて、インサート５０と内部２８および／または防湿剤ライナ７０の大きさお
よび／または形状を同様にすることによって、インサート５０は補強部材としての役割を
果たすことができ、これはバイアル本体２２の側壁２６の少なくとも一部の望ましくない
変形を防止する。たとえば、インサート５０は、キャップ４０が開口部３０の周囲で閉位
置へと移動されている間に、側壁２６が部分的に変形するのを防止するための補強を提供
してもよく、その一方で、上記のシールを形成するために、側壁２６の中に変形させるべ
き部分があれば、その部分を変形させることができる。これに加えて、このような補強に
よって、キャップ４０が閉位置にあるときに、バイアル２０とキャップ４０との間に形成
されるシールを獲得および／または保持する能力を高めることができ、これは、米国特許
出願公開第２０１１／０１２７２６９号明細書に開示されており、同文献を参照によって
、全文が記載されているかのように本出願に援用する。



(7) JP 2014-532604 A 2014.12.8

10

20

30

40

50

【００１８】
　図５に最もよく示されるように、インサート５０は、複数の新品製品１２を格納する第
一の受容部５２と、複数の使用済み製品１２を格納する第二の受容部５４と、を含む。図
の実施形態において、製品１２は長いストリップ、たとえば血糖値検査ストリップ等の診
断用検査ストリップの形態である。しかしながら、図５に示されている製品１２以外の異
なる形状および／または構成を有する製品を含め、他の各種の製品を組立体１０の中に収
容できる。
【００１９】
　引き続き図５を参照すると、第一の受容部５２は、少なくとも部分的に、インサート５
０の上昇面５６によって画定される。図のように、特定の実施形態によれば、第一の受容
部５２は、インサート５０の中および／またはインサート５０の上部に沿って形成される
凹部５３であってもよい。図５に示される実施形態において、新品、すなわち未使用製品
１２は、インサート５０の、凹部５３の中または下に位置する上昇面５６の上に載る。上
昇面５６は、新品、すなわち未使用製品１２を上昇させ、それによって使用者はこれらの
製品１２を容易に手に取り、組立板１０から取り出すことができる。
【００２０】
　特定の実施形態によれば、第二の受容部５４は、インサート５０の内部領域５３によっ
て画定される。たとえば、特定の実施形態によれば、内部領域５３は、少なくとも部分的
に、バイアル本体２２の内部２８の、インサート５０の外面６０の下に位置付けられてい
てもよい。特定の実施形態によれば、内部領域５３はまた、インサート５０の、バイアル
本体２２の防湿剤ライナ７０または側壁２６に接して、および／または隣接して位置付け
られた垂直部分６２によって画定されてもよい。さらに、少なくとも図５に示されている
ように、特定の実施形態によれば、内部領域５３の底部は、バイアル本体２２の底壁６４
および／または防湿剤ライナ７０によって画定されてもよい。あるいは、インサート５０
は、垂直部分６２の底部に延びる下側壁を含んでいてもよい。
【００２１】
　インサート５０は開口部５８を含み、これは、バイアル５０の外面６０に形成され、内
部領域５３と連通する。図の実施形態において、開口部５８は、インサート５０の最上面
６０に形成され、インサート５０の垂直部分６２の上に形成されており、それによって使
用者は組立体１０に容易にアクセスできる。図の実施形態の開口部５８はスロットの形態
であり、これは組立体のこの実施形態の中に格納されるストリップ１２を受けるような大
きさと形状である。他の実施形態において、開口部５８は、他の形状の製品１２を受ける
ようなその他の形状をとることもできる。
【００２２】
　図の実施形態において、インサート５０は実質的に「Ｌ」字形であり、これは垂直部分
の一部６２’を、垂直部分６２のうち、バイアル本体２２の側壁２６（および関連する防
湿剤ライナ７０）に隣接するその他の部分から内側に分岐させることによって形成されて
もよい。さらに、このような分岐は、上昇面５６をバイアル本体２２の側壁２６からバイ
アル本体２２の内部２８の内側部分に向かって延ばすことによって提供されてもよい。図
５に示されるように、上昇面５６はまた、内部２８の中の、最上面６０の位置より低い位
置に配置されてもよい。これに加えて、バイアル本体２２の水平部分６４および／または
防湿剤ライナ７０は、インサート５０の最上面６０と上昇面５６の両方の真下に水平方向
に延びる。
【００２３】
　使用時には、製品１２は、組立体１０が閉位置にある状態で第一の受容部５２の中に供
給される。製品１２は、図５に示されるように、第一の受容部の上昇面５６によって上昇
され、使用者がこれに容易に到達できる。使用者は、キャップ４０を図１～５に示される
ような開位置に移動させて、第一の受容部５２から１つまたは複数の製品１２を取り出し
てもよい。使用者は次に、取り出された製品１２のいずれかを使用して、その後、使用済
みの製品１２を、開口部５８の中および第二の受容部５４の中に挿入することによって処
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分できる。特定の実施形態によれば、第一の受容部５２からのすべての製品１２が使用さ
れ、第二の受容部５４に入れられると、使用者は再び閉じて、組立体１０の全体を処分す
ることができる。他の実施形態によれば、組立体１０は、使用者が新品、すなわち未使用
製品１２を使用する期間にわたり開閉されてもよい。さらに、特定の実施形態によれば、
インサート５０はバイアル本体２２から取り外し可能であってもよく、それによって第二
の受容部５４から少なくとも定期的に使用済み製品１２を捨てることができる。
【００２４】
　インサート５０は、様々な材料、中でもたとえばポリエチレン、またはポリプロピレン
で形成されてもよい。特定の実施形態によれば、インサート５０は、欧州特許第０８９２
６７３号明細書において開示されているような防湿剤プラスチック材料で形成されてもよ
い。
【００２５】
　他の例示的実施形態によるインサート１５０が図６～１０に示されている。この例示的
実施形態のインサート１５０はまた、数々のバイアル構成、たとえば図１～５に示される
バイアル２０にも適応可能である。
【００２６】
　図６～１０のインサート１５０の図１～５に示されるものとの相違は、これが図１～５
に示されるインサート５０の「Ｌ」字形ではなく、逆にした「Ｔ」字形をとる点である。
したがって、垂直部分１６２が水平部分１６４の長さに沿った実質的に中央位置から延び
る。その結果、第一の受容部１５２は第一と第二の部分１５２Ａ、１５２Ｂに分けられ、
上昇面１５６は第一と第二の部分１５６Ａ、１５６Ｂに分けられる。図のように、未使用
製品１１２は、第一の受容部１５２の第一と第二の部分１５２Ａ、１５２Ｂの中に格納さ
れる２つの部分に分けられる。図６～１０では、垂直部分１６２が水平部分１６４の長さ
に沿った実質的に中央位置に示されているが、垂直部分１６２は、水平部分１６４に沿っ
た他の様々な場所に位置付けられてもよい。これに加えて、第一と第二の部分１５６Ａ、
１５６Ｂの大きさおよび／または形状は同様であっても、そうでなくてもよい。図のよう
に、図７～９はインサート５０のいくつかの例示的実施形態を示している。
【００２７】
　図のように、新品、すなわち未使用製品１１２は第一の受容部１５２の第一および／ま
たは第二の部分１５２Ａ、１５２Ｂに格納されてもよい。使用後、製品１１２は続いて、
インサート１５０の最上面１６０の開口部１５８から第二の受容部１５４へと挿入されて
もよい。
【００２８】
　他の例示的実施形態によるインサート２５０が図１１～１３に示されている。図１１～
１３に示されるインサート２５０の図６～１０に示されるインサート１５０との相違は、
インサート２５０が２つのリブ仕切り板２６６Ａ、２６６Ｂを含む点である。図のように
、仕切り板２６６Ａ、２６６Ｂは、上昇面２５６Ａ、２５６Ｂから縦に上方に延び、また
、垂直部分２６２からバイアル２０の両側に、バイアル側壁２２のうち長軸方向に延びる
部分に対して実質的に平行方向に延びる。
【００２９】
　図１３に示されるように、新品、すなわち未使用製品２１２は、仕切り板２６６Ａ、２
６６Ｂの背後の、仕切り板２６６Ａ、２６６Ｂとバイアル側壁後方部分との間に保管され
てもよい。仕切り板２６６Ａ、２６６Ｂはそれゆえ、第一の受容部２５２Ａ、２５２Ｂに
保管される未使用製品２１２を整列させ、たとえばバイアル２０を閉じている間に起こり
うる、製品に損傷を与える可能性のある、バイアルの蓋２４０との接触から製品を保護す
る機能を果たす。使用後、使用済み製品２１２は続いて、インサート２５０の最上面２６
０の開口部２５８から第二の受容部１５４の中に挿入されてもよい。
【００３０】
　バイアル２０とインサート５０、１５０、２５０を特定の形状と構成で示したが、バイ
アルとインサート５０、１５０、２５０は他の様々な大きさと形状をとることができる。
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